
ごあいさつ

代表理事理事長

安友　　薫
経営管理委員会会長

佐藤　　彰

　皆さまには、平素よりJA北海道信連をお引き立ていただき、誠にあ

りがとうございます。

　当会は昭和23年の設立から、本年で70周年を迎えることとなりま

した。

　これもひとえに、組合員・地域の皆さまの温かいご支援の賜物であ

り、深く感謝申し上げます。

　この70年間、北海道農業の発展と農家経済の向上はもとより、地域

社会の繁栄に役立つ金融機関を目指し、JAグループの一員として、会

員JAと共に皆さまの信頼とニーズにお応えしてまいりました。

　農業・金融を取り巻く環境は依然として厳しい局面にありますが、

当会といたしましては、最終年度となります第12次中期経営計画「Go 

Forward　～すべては、農業と北海道の未来のために～」（平成28～

30年度）の取り組みを一層強化し、組合員と地域の皆さまから信頼さ

れ選ばれ続けるJAバンク北海道を目指し、役職員一丸となって取り組

んでまいりますので、今後とも一層のご支援を賜りますようお願い申

し上げます。

　「JA北海道信連の現況2018」は当会の経営方針、業務内容、最近の

業績等についてご紹介するために作成したものであります。

　皆さまの当会に対するご理解をより一層深めていただければ幸いに

存じます。

　　平成30年7月

経営管理委員会会長　佐藤　　彰
代 表 理 事 理 事 長　安友　　薫　 
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当会は協同組合組織の農業専門金融機関として、会員JAとその構成員である
組合員の経営と生活の向上を図り、もって国民経済の健全な発展に寄与いた
します。
また、地域金融機関として、組合員等利用者のニーズに対してJAと一体となっ
て金融サービスを提供することにより、農業およびその関連産業の振興、地域
社会の活性化に貢献いたします。

経営理念

当会は昭和23年設立以来、JAと共に「北海道農業の発展と地域経済への貢献」
をモットーに、次の事項を基本として事業運営を行っております。

1. �組合員の経営と生活の向上および食料生産基地「北海道」の生産基盤充実への寄
与

2. JA信用事業機能強化に向けての支援

3. �地域社会の発展に寄与する農業関連産業・北海道経済を担う企業へのサービスの
提供

当会は中期経営計画「Go Forward〜すべては、農業と北海道の未来のために〜」
（平成28〜30年度）を樹立し、組合員の経営と生活の向上に資することを究極的
使命とし、農業および地域社会の発展のため、以下の4項目を柱に取り組んでま
いります。

1．�連合会としてのJA補完機能を強化し、多様化する農業者のニーズに応える幅広
い金融サービスの提供と総合的コンサル機能の発揮に取り組みます。

2．�利用者ニーズに応える金融サービスの充実と地域住民の農業やJA事業への理解
促進を図る積極的な広報等の取り組み強化により、JA信用事業基盤拡大と地域
活性化を支援します。

3．�JAが地域に欠くことのできない金融機関として永続的に発展するための基礎と
なるJAの経営管理態勢の確立・強化に向けて、積極的に支援します。

4．�会員への安定還元とJA信用事業運営への支援機能を強化するため、収益力の向上、
財務基盤の強化、内部態勢の再構築・強化に取り組みます。

JA北海道信連は、
「一人は万人のために、万人は一人のために」の精神に基づく、
会員・組合員そして地域の皆さまの金融サポーターです。

経営方針

経営計画

JA北海道信連の基本姿勢
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